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今日の内容

1. 日本語教育に関する国の政策
2. ことばの教育がめざす方向
3. 事例
4. 今後の課題と展望
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1．日本語教育に関する国の施策
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• 急速な人口減少

年 総人口 純増減 自然増減 社会増減

2020 126,146,099

2021 125,502,290 -643,809 -608,621 -35,188

2022 124,946,789 -555,501 -730,616 175,115

• 入国管理政策の変化

1989年改正（90年施行）入管法→「90年体制」
Ø 高度人材の積極的受け入れ
Ø 労働者は慎重に検討
Ø 技能実習生や日系人等の受け入れ，留学生の就労等
による「サイドドア政策」での労働者確保

2018年改正（19年施行）入管法
Ø 特定技能による労働者受け入れ
Ø 滞在期限なし，家族帯同可へ移行可能
2024年現在
Ø 技能実習制度廃止から新制度「育成就労制度」へ
Ø 特定技能2号の拡大
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前提・背景



外国人受け入れ政策の拡充

「生活者としての外国人」に関する
総合的対応策（2006年）

外国人材の受入れ・共生のための
総合的対応策（2018年〜毎年）

外国人との共生社会実現に向けた
ロードマップ（2022年）
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2018年改正、2019年施行
特定技能の創設

出入国在留管理庁設置

出入国管理及び
難民認定法

総合政策 日本語教育関連法
関連政策

日本語教育の推進に関する
法律（2019年）

日本語教育の参照枠
（2021年）

地域における日本語教育の
在り方について（2022年）

日本語教育の適正かつ
確実な実施を図るための
日本語教育機関の認定等
に関する法律（2023年）



ロードマップ ３つのヴィジョン
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これからの日本社会を
共につくる一員として
外国人が包摂され，全
ての人が安全に安心し
て暮らすことができる

社会

様々な背景を持つ外国
人を含む全ての人が
社会に参加し，能力を
最大限に発揮できる，
多様性に富んだ活力

ある社会

外国人を含め，全ての
人がお互いに個人の
尊厳と人権を尊重し，
差別や偏見なく暮らす
ことができる社会

外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議（2022）

4つの重点事項
①円滑なコミュニケーションと社会参加のための

日本語教育等の取組
②外国人に対する情報発信

外国人向けの相談体制の強化

③ライフステージ・ライフサイクルに応じた支援 ④共生社会の基盤整備に向けた取組



人口減少

産業や地域の維持

外国人受け入れ

地域における共生

日本語教育

日本語教育の必要性
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この部分

どうやら
外国人が日本語ができるようになったら
共生社会が実現すると
思っている節がある

問題は外国人の日本語である



日本語教育の参照枠の理念
1. 日本語学習者を社会的な存在として捉える
単に「言語を学ぶ者」ではなく、「新たに学んだ言語を用いて社会に参加し、より良い人
生を歩もうとする社会的存在」である。言語の習得は、それ自体が目的ではなく、より深
く社会に参加し、より多くの場面で自分らしさを発揮できるようになるための手段

2. 言語を使って「できること」に注目する
社会の中で日本語学習者が自身の言語能力をより生かしていくために、言語知識を
持っていることよりも、その知識を使って何ができるかに注目

3.  多様な日本語使用を尊重する
各人にとって必要な言語活動が何か、その活動をどの程度遂行できることが必要か
等、目標設定を個別に行うことを重視する。母語話者が使用する日本語の在り方を必
ずしも学ぶべき規範、最終的なゴールとはしない
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2．ことばの教育がめざす方向
ことばと共生 人・ことば・社会の関わり 教育としての意味
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国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対
等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく
こと（総務省）

共生は「多様性の尊重（異なり）」と「社会的凝集性（まとまり）」という
異なる価値が併存するものであるという前提で考える必要がある
岡本智周（2013）『共生社会とナショナルヒストリー: 歴史教科書の視点から』勁草書房
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共生とは？

絶え間ない対話、交渉、対立、調整、変革を続けていくこと
これでゴール！というのは、たぶんない



ことばの教育をとらえる視点

• ことば・コミュニケーションに対する考え方
• 教育の社会的な役割
• 政策・社会における日本語教育に対する関心
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ことば・コミュニケーションに対する考え方
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批判的アプローチ

協働的に構築された世界の不公正・不平等を必要に応じて変革していく
学習者・使用者は主体性を持った市民

構築主義的アプローチ

ことばのやりとりを通じて協働的に意味や世界が構築されていく
学習者・使用者は相互行為と意味構築の参加者

伝達モデルアプローチ

伝えるべき事柄を
ツールとしての言語に乗せて相手に渡す

学習者・使用者は送り手・受け手

佐藤慎司・熊谷由理編（2019）
『コミュニケーションとは何か：
ポスト・コミュニカティブ・アプ
ローチ』くろしお出版

佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・
熊谷由理編（2018）『未来を創ることば
の教育をめざして：内容重視の批判的言
語教育（Critical Content-Based 
Instruction）の理論と実践【新装版】』
ココ出版



教育の社会的な役割
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有能化
qualification

知識・技能・価値等の獲得

社会化
socialization

既存のやり方や考え方への
適応

主体化
subjectification

人々の解放と自由
それに伴う責任の認識

Biesta, G. J. J.（ 2009） Good education in an age of measurement: 
On the need to reconnect with the question of purpose in education. 
Educational Assessment, Evaluation, and Accountability, 21（1）, 33-46.
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一般的には
伝達モデルで有能化・社会化をめざす取り組みを通して
言語習得やその先のキャリア形成をゴールにすることが
日本語教育だと理解されることが多い

これからの日本語教育でめざすもの

教育的仕掛けとして人のかかわり、つながりを創り
社会やコミュニティを創る主体を育成する

ことば・コミュニケーション

構築主義的アプローチ
批判的アプローチ

教育

主体化

めざす像

新たなコミュニティ
市民としての責任

平和とすべての人の幸福



政策的観点からの教育の社会的性質
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教育すること自体が目的と考える 教育を何かの手段と考える

社会のため A）福祉としての教育 B）社会の形成・維持としての教育

個人のため C）消費としての教育 D）私的投資としての教育

以下文献p.22 表1.1をもとに発表者作成
村上祐介・橋野晶寛（2020）『教育政策・行政の考え方』有斐閣ストゥディア



教育軸

政策軸

公的責任・政策管理

私的領域

教室活動そのものの
価値
現在志向

教室活動を通した
将来効果
未来志向

Ⅰ
成長社会型
日本語教育

Ⅱ
社会福祉型
日本語教育

Ⅲ
言語習得型
日本語教育

Ⅳ
市民教育型
日本語教育

日本語教育の
四象限俯瞰図
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現在の政策的方向性
社会的関心



教育軸

政策軸

社会志向

個人志向

教室活動そのものの
価値
現在志向

教室活動を通した
将来効果
未来志向

Ⅳ
キャリア形成型

日本語教育

Ⅱ
社会福祉型
日本語教育

Ⅲ
言語習得型
日本語教育

Ⅰ
市民社会型
日本語教育

日本語教育の
四象限俯瞰図
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共生社会に向けた
政策的考え方



3．事例
ことばと共生 人・ことば・社会の関わり 教育としての意味
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日本社会

事例1：インドカレーの料理人Aさん
• インド国籍ムスリム，在住21年，母国に妻と娘4人（全員既婚）
• 現在のカレー店が３軒目
• 食事は自分の店か同じインド系ムスリムの友人と
• SNSで求人情報を入手

リーマンショック時の
日系人の状況

SNSによるつながり

インド系ムスリム友人

カレー店

日本語社会

A
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事例2：西葛西リトルインディア構想
2014年ごろから地域の議員や経営者が発案
誰もが親しめる『インド人街』の形成
•中心地にヒンドゥ教寺院を建立
•西葛西カレーグランプリの開催

• リトルインドストリート形成
• カレー屋、雑貨店、ヨガ教室、紅茶屋、算数塾、映画館等

•姉妹都市提携
• クリケット大会の開催
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事例3：群馬県昭和村
•農業がほぼ唯一の産業
•群馬県多文化共創カンパニー認証制度
• コミュニティ参加とキャリア形成
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事例4 ：
みんなで多文化交流
in 江東

• 江東区のURの団地を中心に外
国人が急増

• 町会長さんたちが問題意識を
持って活動を開始
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多言語お絵描きワークショップ

カヌー遊び

団地カフェの周年行事企画

クリケット体験

インド光の祭典（ディワリ）



4．今後の課題
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1. 人・ことば・社会の関係を位置づけるグランドビジョン
2. 共生とことばの関係の再検討
3. 政策・目標との向き合い方：数値、エビデンス、（わかりやすい）目
標

政策・企業戦略
• New Public Management：NPM
• Evidence Based Policy Making：EBPM
• 成果はなんだ？数値で表せるか？効率化できているか

2024/02/09 Copyright©2024 Uichi Kamiyoshi. 25



質疑応答
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